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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力ポートにおいて入力電流信号を受信し、かつフィードバックトランスコンダクタン
スに基づいて出力ポートにおいてフィルタリング済み出力電圧信号を生成するように構成
される電流/電圧(I-V)フィルタであって、前記入力電流信号は入力DC電流を含む、電流/
電圧(I-V)フィルタと、
　前記出力ポートと前記入力ポートとの間に接続されるフィードバック回路であって、前
記フィードバック回路は、前記入力DC電流を信号グラウンドに結合し、かつ前記I-Vフィ
ルタに前記フィードバックトランスコンダクタンスを与えるように構成される少なくとも
1つのトランジスタを有し、前記フィードバック回路は、前記入力ポートの第1の入力端子
に接続されるドレイン端子と、信号グラウンドに接続されるソース端子と、前記出力ポー
トの第1の出力端子および第2の出力端子にそれぞれ接続される第1のゲート端子および第2
のゲート端子とを有する、第1のトランジスタおよび第2のトランジスタを備える、フィー
ドバック回路と
　を備える、装置。
【請求項２】
　前記フィルタリング済み出力電圧信号を受信し、かつ対応するフィルタリング済み電圧
信号を生成するように構成される二次フィルタをさらに備える、請求項1に記載の装置。
【請求項３】
　前記対応するフィルタリング済み電圧信号を受信し、かつ局部発振器信号に基づいて、
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対応する電流を無線周波数信号にアップコンバートするように動作するアップコンバータ
に入力される電流を生成するように構成されるトランスコンダクタをさらに備える、請求
項2に記載の装置。
【請求項４】
　前記I-Vフィルタは、前記出力ポートから前記入力ポートまでの少なくとも1つのフィー
ドバック要素を有するマルチステージフィルタを備える、請求項1に記載の装置。
【請求項５】
　前記マルチステージフィルタは、利得ステージおよびトランスコンダクタンスステージ
を備える、請求項4に記載の装置。
【請求項６】
　前記フィードバック回路は、前記入力ポートの第2の入力端子に接続されるドレイン端
子と、前記信号グラウンドに接続されるソース端子と、前記出力ポートの前記第1の出力
端子および前記第2の出力端子にそれぞれ接続される第1のゲート端子および第2のゲート
端子とを有する、第3のトランジスタおよび第4のトランジスタを備える、請求項1に記載
の装置。
【請求項７】
　前記フィードバック回路は、前記入力ポートの前記第1の入力端子と前記出力ポートの
前記第1の出力端子との間に接続される第1のキャパシタと、前記入力ポートの前記第2の
入力端子と前記出力ポートの前記第2の出力端子との間に接続される第2のキャパシタとを
備える、請求項6に記載の装置。
【請求項８】
　電流/電圧(I-V)フィルタによって、フィードバックトランスコンダクタンスに基づいて
出力ポートにおいてフィルタリング済み出力電圧信号を生成するために、入力ポートにお
いて入力電流信号をフィルタリングするステップであって、前記入力電流信号は入力DC電
流を含む、ステップと、
　フィードバック回路によって、前記出力ポートを前記入力ポートに結合するステップで
あって、前記フィードバック回路は、前記入力DC電流を信号グラウンドに結合し、かつ前
記I-Vフィルタに前記電流に対する前記フィードバックトランスコンダクタンスを与える
ように構成され、前記フィードバック回路は、前記入力ポートの第1の入力端子に接続さ
れるドレイン端子と、信号グラウンドに接続されるソース端子と、前記出力ポートの第1
の出力端子および第2の出力端子にそれぞれ接続される第1のゲート端子および第2のゲー
ト端子とを有する、第1のトランジスタおよび第2のトランジスタを備える、ステップと
　を備える、方法。
【請求項９】
　二次フィルタによって前記出力電圧信号を受信し、かつ対応するフィルタリング済み電
圧信号を生成するステップをさらに備える、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記対応するフィルタリング済み電圧信号を受信し、かつ局部発振器信号に基づいて、
対応する電流を無線周波数信号にアップコンバートするように動作するアップコンバータ
に入力される電流を生成するステップをさらに備える、請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記電流/電圧(I-V)フィルタは、前記出力ポートから前記入力ポートまでの少なくとも
1つのフィードバック要素を有するマルチステージフィルタを備える、請求項8に記載の方
法。
【請求項１２】
　前記マルチステージフィルタは、利得ステージおよびトランスコンダクタンスステージ
を備える、請求項11に記載の方法。
【請求項１３】
　前記フィードバック回路は、前記入力ポートの第2の入力端子に接続されるドレイン端
子と、前記信号グラウンドに接続されるソース端子と、前記出力ポートの前記第1の出力
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端子および前記第2の出力端子にそれぞれ接続される第1のゲート端子および第2のゲート
端子とを有する、第3のトランジスタおよび第4のトランジスタを備え、前記フィードバッ
ク回路は、前記入力ポートの前記第1の入力端子と前記出力ポートの前記第1の出力端子と
の間に接続される第1のキャパシタと、前記入力ポートの前記第2の入力端子と前記出力ポ
ートの前記第2の出力端子との間に接続される第2のキャパシタとを備える、請求項8に記
載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、参照によりその内容全体が本明細書に明確に組み込まれる、本願の譲受人が
所有する2013年12月11日出願の米国非仮特許出願第14/103,645号の優先権を主張する。
【０００２】
　本出願は包括的には、アナログフロントエンドの動作および設計に関し、より詳細には
、面積効率の良いベースバンドフィルタの動作および設計に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレスデバイスは、次第に複雑になりつつあり、現在では、マルチモードおよびマ
ルチバンド動作を提供するのが普通である。結果として、回路面積の効率的な利用が主な
問題となってきた。通常のトランスミッタフロントエンドは、デジタルデータをベースバ
ンドアナログ信号に変換するデジタル/アナログコンバータ(DAC)を含む。ベースバンドフ
ィルタリングのような信号調整を用いて、アップコンバート用混合器に入力するためのベ
ースバンドアナログ信号を準備する。トランスミッタフロントエンドが依然として所望の
レベルの信号対雑音比(SNR)性能を達成できるようにしながら、信号調整にできる限り少
ない回路面積を利用させることが望ましい。
【０００４】
　通常のベースバンドフィルタは、増幅器と、トランスコンダクタと、フィルタ応答を設
定するために用いられる、フィードバック構成における種々の受動構成要素とを含むこと
ができる。たとえば、フィルタ応答は、フィードバック構成において使用される抵抗器と
キャパシタとの積から決定することができる。通常、回路面積の大部分は、受動構成要素
および増幅器面積によって占有され、それによって、回路面積は、所望のSNRを達成する
ために必要とされる構成要素の数およびタイプによって決定される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、従来のベースバンドフィルタより少ない回路面積を利用しながら、所望の
レベルの雑音性能を与える改善されたベースバンドフィルタを有することが望ましいであ
ろう。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本明細書において説明される上記の態様は、添付の図面と併用されるときに、以下の説
明を参照することによって、より容易に明らかとなるであろう。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】ワイヤレスデバイスにおいて使用するための新規のベースバンドフィルタを備え
るフロントエンドの例示的な実施形態を示す図である。
【図２】従来のベースバンドフィルタの図である。
【図３】改善された線形性および縮小された回路面積のために構成されたベースバンドフ
ィルタの例示的な実施形態を示す図である。
【図４】改善された線形性および縮小された回路面積のために構成されたベースバンドフ
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ィルタ装置の例示的な実施形態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　添付の図面に関連して以下で述べられる発明を実施するための形態は、本発明の例示的
な実施形態を説明することを意図しており、本発明が実施することができる唯一の実施形
態を表すことは意図していない。本説明全体にわたって使用される「例示的」という用語
は、「一例、実例、または例示としての役割を果たす」ことを意味し、必ずしも、他の例
示的な実施形態よりも好ましいまたは有利であると解釈されるべきではない。詳細な説明
は、本発明の例示的な実施形態を完全に理解してもらうために、具体的な詳細を含む。本
発明の例示的な実施形態は、これらの具体的な詳細なしに実施される場合もあることは、
当業者には明らかになるであろう。場合によっては、本明細書において提示される例示的
な実施形態の新規性を曖昧にするのを回避するために、周知の構造およびデバイスがブロ
ック図の形で示される。
【０００９】
　図1は、ワイヤレスデバイスにおいて使用するための新規のベースバンドフィルタ106を
備えるフロントエンド100の例示的な実施形態を示す。フロントエンド100は、ベースバン
ド(BB)プロセッサ102と、デジタル/アナログコンバータ(DAC)104と、新規のベースバンド
フィルタ106と、混合器(またはアップコンバータ)108と、電力増幅器(PA)110と、アンテ
ナ112とを備える。
【００１０】
　動作中に、BBプロセッサ102は、送信するためのデジタル信号114を出力する。デジタル
信号114はDAC104に入力され、アナログベースバンド信号116に変換される。アナログベー
スバンド信号116は、混合器108に入力されるフィルタリング済みベースバンド信号118を
生成するために、新規のベースバンドフィルタ106に入力される。混合器108は、局部発振
器(LO)信号に基づいて、フィルタリング済みベースバンド信号118を無線周波数(RF)信号1
20にアップコンバートするように動作する。RF信号120は、アンテナ112によって送信され
る増幅済みRF信号122を生成するために、PA110に入力される。
【００１１】
　種々の例示的な実施形態において、新規のベースバンドフィルタ106は、従来のベース
バンドフィルタより、良好な線形性を与え、必要とする回路面積が少ないように構成され
、それにより、フロントエンド100が、少ない回路面積を利用しながら、従来の回路と同
じ、またはそれより良好な雑音性能を達成できるようにする。新規のベースバンドフィル
タ106の種々の例示的な実施形態のより詳細な説明が、以下に提供される。
【００１２】
　図2は、従来のベースバンドフィルタ200の図を示す。ベースバンドフィルタ200は、電
流シンク回路202と、電流/電圧(I-V)フィルタ204と、二次フィルタ206と、トランスコン
ダクタ208とを備える。
【００１３】
　動作中に、電流シンク回路202は、DC電流成分(IDC)を含むアナログベースバンド電流信
号210を受信する。たとえば、電流信号210は、図1に示されるDAC104のようなDACから受信
される。電流シンク回路202は、トランジスタ(T1a)および(T1a)を備え、それらのトラン
ジスタは、DC電流(IDC)を信号グラウンドにシンクし、I-Vフィルタ204の動作点を設定す
るように動作する。
【００１４】
　(I-V)フィルタ204は、入力アナログ電流信号をフィルタリングし、これらの信号を二次
フィルタ206に入力される電圧に変換するように構成される。I-Vフィルタ204は2つのステ
ージ(Av1およびGm2)を備え、入力電流信号をフィルタリングし、フィルタリング済み出力
電圧信号(Vout)を生成するために、フィードバック構成において抵抗器R1およびキャパシ
タC1を利用する。インピーダンスZout2は、gm2を形成するデバイスに内在する。出力電圧
信号(Vout)は、二次フィルタ206によってフィルタリングされ、フィルタリング済みの出
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力が、トランスコンダクタ208のトランジスタ(T2a)および(T2b)に入力される。トランス
コンダクタ208の出力(Iout)は、アップコンバート用混合器に入力される電流信号である
。
【００１５】
　従来のベースバンドフィルタ200は、利用される回路面積の量を与えられたとすると、
線形性および雑音性能に関して制限がある。たとえば、フィルタ200の線形性はトランス
コンダクタT2のI-V曲線によって制限される。雑音性能に関して、雑音バジェットは、ト
ランジスタ“T1”、増幅器(Av1, gm2)、およびフィルタ抵抗器(R1, R2)に関連付けられる
雑音を含む。(いかなる信号整形機能のためにも使用されないトランジスタである)“T1”
からの雑音は、増幅器およびフィルタ抵抗器に配分することができる雑音レベルを低減す
る。増幅器およびフィルタ抵抗器のための雑音割当量が低減されると、合計の雑音仕様を
満たすために、増幅器およびフィルタ抵抗器構成要素のために必要とされる回路面積が大
きくなる。したがって、従来のベースバンドフィルタ200と同じ、またはそれより良好な
性能を与えるために、良好な線形性を与え、少ない回路面積を利用する改善されたベース
バンドフィルタを有することが望ましいであろう。
【００１６】
　図3は、線形性を改善し、回路面積を小さくするために構成されるベースバンドフィル
タ300の詳細な例示的実施形態を示す。たとえば、ベースバンドフィルタ300は、図1に示
されるベースバンドフィルタ106として使用するのに適しており、図2に示される従来のベ
ースバンドフィルタ200より優れた線形性および回路面積効率を与えるように構成される
。ベースバンドフィルタ300はI-Vフィルタを備え、I-Vフィルタは増幅器302とフィードバ
ック回路308とを含む。また、ベースバンドフィルタ300は、二次フィルタ304とトランス
コンダクタ306とを含む。
【００１７】
　ベースバンドフィルタ300は、従来のベースバンドフィルタ200の場合のような、増幅器
302の入力にあるDC電流シンク回路(すなわち、図2に示される回路202)を含まないことに
留意されたい。DC電流シンク回路202をなくすことは、回路面積を節約するように働き、
フィルタ300の面積効率を上げる。したがって、DC電流(IDC)を含むDACからのアナログ電
流信号は、入力端子310において受信される。増幅器302は2つのステージ、すなわち、Av1
およびGm2を備える。Gm2ステージからの出力端子312において生成された出力電圧は、二
次フィルタ304に入力される。
【００１８】
　増幅器302構成、および出力端子312からトランジスタT1a～T1dを通して入力端子310に
接続されるフィードバック回路308が、出力端子312において生成される電圧が、トランジ
スタT1a～T1dを通って流れる電流を極めて線形にするのに十分であるのを確実にすること
になる。トランジスタT1a～T1dの任意の非線形(電圧入力対出力電流)変換特性が、構成の
全利得(すなわち、Av1*Gm2*Zout2)によって抑圧されることになる。T1a～T1dと同様の(電
圧入力/電流出力)挙動を有するトランジスタT2aおよびT2bを用いることによって、トラン
ジスタT2aおよびT2bから、線形性の高い出力電流(lout)を得ることができる。トランジス
タT1a～T1bのトランスコンダクタンスは、図3に示されるような単純な積分器構造の最終
的なフィードバック抵抗器として、または最終的な出力から入力への少なくとも1つのフ
ィードバック抵抗器を備える任意の汎用フィルタ構造のフィードバック抵抗器として解析
することができる。
【００１９】
　トランジスタT1(a～d)を備えるフィードバック回路308は、2つの機能を果たすように構
成される。第一に、トランジスタT1(a～d)は、フィルタ極を実現するために用いられる(1
/R)を与えるために(すなわち、I-Vフィルタの伝達関数を決定するフィードバックトラン
スコンダクタンスを与えるために)、DC入力電流を利用して、Gm2ステージにバイアスをか
けるように構成される。また、トランジスタT1(a～d)は、ノード310においてDACから受信
された入力電流からDC電流を除去するために、DC電流シンクとして用いられる。したがっ
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て、トランジスタT1a～T1dは、2つの機能、すなわち、積分器/フィルタのために必要とさ
れる“R”を実現するための機能と、DACにバイアスをかけるための機能とを果たす。結果
として、従来のベースバンドフィルタ200内に含まれる少なくとも1つの雑音源、すなわち
、DC電流シンク回路202が、新規のベースバンドフィルタ300から除去される。
【００２０】
　トランジスタT1(a～d)は、フィルタリングのために必要とされるRのうちの1つとして用
いられる(R1 = 1/gm of T2)。差動トランスコンダクタンス(Gm)は1/R1と同じままに保た
れ、これは、図2に示される構造による“T1”のコモンモードトランスコンダクタンスと
は異なるようにすることができる。さらに、(R2*C2)と((1/Gm)*C1)との組合せを用いて、
ベースバンドフィルタ300のフィルタ応答を実現することができる。
【００２１】
　種々の例示的な実施形態において、新規のフィルタ300が開示され、そのフィルタは、
雑音要素の数を削減することによって線形性を改善し、全体の面積を削減するために、ト
ランスミッタのベースバンドアーキテクチャにおいて利用することができる。それらの実
施形態は、同様の帯域内雑音を維持しながら、所与のフィルタ応答を得るために、R値を
大きくし、C値を小さくする。さらに、種々の例示的な実施形態は、主要雑音要素のうち
の1つをフィードバック要素およびレプリカバイアス要素の両方として利用することによ
って、混合器入力電流の線形性を改善する。
【００２２】
　図4は、線形性を改善し、回路面積を小さくするために構成されるベースバンドフィル
タ装置400の例示的な実施形態を示す。たとえば、装置400は、図1に示されるベースバン
ドフィルタ106または図3に示されるベースバンドフィルタ300として使用するのに適して
いる。一態様では、装置400は、本明細書において説明されるような機能を提供するよう
に構成される1つまたは複数のモジュールによって実現される。たとえば、一態様では、
各モジュールは、ハードウェアおよび/またはハードウェア実行ソフトウェアを含む。
【００２３】
　装置400は、フィードバックトランスコンダクタンスに基づいて出力ポートにおいてフ
ィルタリング済み出力電圧信号を生成するために、入力ポートにおいて入力電流信号をフ
ィルタリングするための手段(402)を備える第1のモジュールを備え、入力電流信号は入力
DC電流を含み、一態様では、その手段は増幅器302を備える。
【００２４】
　装置400は、出力ポートを入力ポートに結合するための手段(404)を備える第2のモジュ
ールを備え、結合するための手段は、入力DC電流を信号グラウンドに結合するように、か
つ、フィルタリングするための手段にフィードバックトランスコンダクタンスを与えるよ
うに構成され、一態様では、その手段はフィードバック回路308を備える。
【００２５】
　当業者は、情報および信号が、種々の異なる技術および技法のうちのいずれかを使用し
て表されるか、または処理され得ることは理解されよう。たとえば、先の説明全体にわた
って参照される場合があるデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、お
よびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界もしくは磁性粒子、光場もしくは光粒子、また
はそれらの任意の組合せによって表される場合がある。トランジスタタイプおよびトラン
ジスタ技術は、同じ結果を達成するように置換され、再構成され、または別の方法で変更
される場合があることにさらに留意されたい。たとえば、PMOSトランジスタを利用して示
される回路は、NMOSトランジスタを使用するように変更される場合があり、その逆も成り
立つ。したがって、本明細書において開示される増幅器は、種々のトランジスタタイプお
よびトランジスタ技術を用いて実現される場合があり、図面に示されるトランジスタタイ
プおよびトランジスタ技術には限定されない。たとえば、BJT、GaAs、MOSFET、または任
意の他のトランジスタ技術のようなトランジスタタイプが使用される場合がある。
【００２６】
　本明細書において開示される実施形態に関連して説明される種々の例示的な論理ブロッ
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ク、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュー
タソフトウェア、または両方の組合せとして実現される場合があることは、当業者はさら
に理解されよう。ハードウェアおよびソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、種
々の例示的な構成要素、ブロック、モジュール、回路およびステップが、一般にそれらの
機能に関してこれまで説明されてきた。そのような機能が、ハードウェアとして実現され
るか、ソフトウェアとして実現されるかは、具体的な適用例と、システム全体に課せられ
る設計制約とによって決まる。当業者は、説明された機能を特定の適用例ごとに種々のや
り方で実現することができるが、そのような実施態様の決定は、本発明の例示的な実施形
態の範囲からの逸脱を生じるものと解釈されるべきではない。
【００２７】
　本明細書において開示される実施形態に関連して説明される種々の例示的な論理ブロッ
ク、モジュールおよび回路は、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ(DSP)、特
定用途用集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)もしくは他のプ
ログラマブル論理デバイス、個別のゲートもしくはトランジスタロジック、個別のハード
ウェア構成要素、または本明細書において説明された機能を果たすように設計されたこれ
らの任意の組合せを用いて、実現されるか、または実行される場合がある。汎用プロセッ
サはマイクロプロセッサとすることができるが、代替形態では、プロセッサは、任意の従
来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンとするこ
とができる。プロセッサは、たとえばDSPとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイク
ロプロセッサ、DSPコアと連結した1つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他
のそのような構成など、コンピューティングデバイスの組合せとして実現することもでき
る。
【００２８】
　本明細書において開示される実施形態に関連して説明された方法またはアルゴリズムの
ステップは、直接ハードウェアの形で、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジ
ュールの形で、またはその2つの組合せの形で具体化される場合がある。ソフトウェアモ
ジュールは、ランダムアクセスメモリ(RAM)、フラッシュメモリ、リードオンリーメモリ(
ROM)、電気的プログラマブルROM(EPROM)、電気的消去可能プログラマブルROM(EEPROM)、
レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、CD-ROM、または当技術分野において
既知の任意の形の記憶媒体内に存在する場合がある。例示的な記憶媒体は、プロセッサが
記憶媒体から情報を読み出し、記憶媒体に情報を書き込むことができるようにプロセッサ
に結合される。代替的には、記憶媒体はプロセッサと一体化することができる。プロセッ
サおよび記憶媒体は、ASIC内に存在する場合がある。ASICは、ユーザ端末内に存在する場
合がある。代替形態では、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末内に個別の構成要素
として存在する場合がある。
【００２９】
　1つまたは複数の例示的な実施形態では、説明された機能が、ハードウェア、ソフトウ
ェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せにおいて実現される場合がある。ソ
フトウェアにおいて実現される場合、それらの機能は、1つまたは複数の命令またはコー
ドとして、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介し
て送信される場合がある。コンピュータ可読媒体は、非一時的コンピュータ記憶媒体と、
ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む
通信媒体との両方を含む。非一時的記憶媒体は、コンピュータによってアクセスすること
ができる任意の入手可能な媒体とすることができる。例であって、限定はしないが、その
ようなコンピュータ可読媒体は、RAM、ROM、EEPROM、CD-ROMもしくは他の光ディスク記憶
装置、磁気ディスク記憶装置もしくは他の磁気記憶デバイス、または命令もしくはデータ
構造の形をとる所望のプログラムコードを搬送もしくは記憶するために使用することがで
き、コンピュータによってアクセスすることができる、他の任意の媒体を含むことができ
る。また、あらゆる接続も厳密にはコンピュータ可読媒体と呼ばれる。たとえば、ソフト
ウェアがウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから、同軸ケーブル、光ファ
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などのワイヤレス技術を用いて送信される場合には、同軸ケーブル、光ファイバケーブル
、より対線、DSL、または赤外線、無線、マイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定
義に含まれる。ディスク(disk)およびディスク(disc)は、本明細書において用いられると
きに、コンパクトディスク(CD:compact disc)、レーザディスク(laser disc)、光ディス
ク(optical disc)、デジタル多用途ディスク(DVD:digital versatile disc)、フロッピー
ディスク(floppy disk)、およびブルーレイディスク(blu-ray disc)を含み、ただし、デ
ィスク(disk)は通常、データを磁気的に再生し、一方ディスク(disc)は、レーザを用いて
データを光学的に再生する。上記の組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる
べきである。
【００３０】
　開示された例示的な実施形態の説明は、当業者であればだれでも本発明を実施または使
用できるようにするために提供される。これらの例示的な実施形態に対する種々の変更が
当業者には容易に明らかとなり、本明細書において規定された一般原理は、本発明の趣旨
または範囲から逸脱することなく他の実施形態に適用することができる。したがって、本
発明は、本明細書に示される例示的な実施形態に限定されるものではなく、本明細書にお
いて開示する原理および新規の特徴に一致する最も広い範囲を与えられるべきである。
【符号の説明】
【００３１】
　　100　フロントエンド
　　102　BBプロセッサ
　　104　デジタル/アナログコンバータ(DAC)
　　106　ベースバンドフィルタ
　　108　混合器(アップコンバータ)
　　110　電力増幅器(PA)
　　112　アンテナ
　　114　デジタル信号
　　116　アナログベースバンド信号
　　118　フィルタリング済みベースバンド信号
　　120　無線周波数(RF)信号
　　122　増幅済みRF信号
　　200　従来のベースバンドフィルタ
　　202　電流シンク回路
　　204　電流/電圧(I-V)フィルタ
　　206　二次フィルタ
　　208　トランスコンダクタ
　　210　アナログベースバンド電流信号
　　300　ベースバンドフィルタ
　　302　増幅器
　　304　二次フィルタ
　　306　トランスコンダクタ
　　308　フィードバック回路
　　310　入力端子
　　312　出力端子
　　400　ベースバンドフィルタ装置
　　402　フィルタリングするための手段
　　404　結合するための手段
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